
2016～2017年度 No.1

　第 　  8　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

村木地区ガバナー 細川第１副地区ガバナー 今井第２副地区ガバナー

○  L　鈴木令子　委員長 ○  L　阿部かな子副委員長

○  L　大川由美子  委員 ○  L　髙橋のり子  委員 ○  L　榊原恵子  委員

×  L　北澤博子　 　委員 ×  L　島田芳子　  委員 ×  L  渡邉朋子　委員

○  L　窪村幸子　   委員 ×  L  葛西智子　　委員 ○  L  吉田秀子　委員

○  L  島田光子　　 委員 ×  L　高久啓子　  委員 ○  L  小川初枝　 委員

○  L  青柳千尋　   委員 ×  L　門司こずえ　委員

1

2 挨拶 FWTエリアリーダー(東日本）　L　小川　晶子

地区副コ－ディネーター L　阿部　かな子

3

4 議事録作成者の指名 １２R　リジョンコーディネーター　L　小川　初枝

5

6

7

8

☆

1

　　　　　　2017年４月５日～６日　　木更津　FWT参加者９７名

2

3

4

5

6

7 閉会の辞 L　窪村　幸子　（７R）

作　成　者

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　阿部　かな子

ガバナー挨拶　（委員長の開会挨拶）　　　　　　　　　　　　　　L　鈴木　令子　委員長

前回議事録確認

　２０１７年　 ４月　２６ 日　水曜日　　　　　１５時　 ４５分　～　１７時　３０分

キャビネット事務局会議室　大会議室

　出席オブザーバー　：　FWT　エリアリーダー（東日本）　L　小川晶子

FWT task force 委員会

 　　L　　鈴木　令子　

出　席　者

キャビネット報告　　　　　　　　（L宮本担当副幹事より第６３回年次大会協力の御礼）　　　　　　　　　　　　　　　

審議　　別紙議題による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　L　鈴木　令子

次回開催日時確認　　　２０１７年５月２２日(月）　１５時４５分～１７時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審議事項

審議に先立ち、L小川晶子東日本エリアリーダーより報告事項（内容は後記）

配付資料の説明

次回開催日時
　　　　　　場所

　　　キャビネット事務局　大会議室

「第２回日本ライオンス次世代リーダー研究会」参加報告　　L鈴木令子委員長

第３回中古眼鏡の回収について

女性参画・レオ・ライオネス委員会「認知症サポーター養成講座＆ワークショップ」の件

今後の食事作りの担当について

各委員より近況報告及び意見等

　Ｌ　小川　初枝

次　　　第

議　　　題

その他

　２０１７年　　５月　　２２日　　　月曜日　　　　１５時　４５分　～　１７時　３０分



　☆

1

2

3

4

5

6

①　ビッグカメラ池袋店：回収の協力依頼あり、５月１日鈴木委員長が先方と面会予定

No.2

　　２．MD３３０のFWT次年度人事体制の変更についての連絡と承認

　　　　330MD次期コーディネーター：大澤玲子L,　副コーディネーター：鈴木令子L

　　　　330-A地区コーディネーター：阿部かな子L,　副コーディネーター：島田光子L

「第２回日本ライオンス次世代リーダー研究会」L鈴木地区コーディネーター報告

　　　　を増やす事が先ず必要。目標は会員の女性比率を２７％に。

議　　　題

②　MD330の活動発表内容（資料参照）

　　１．年次大会分科会等で女性役員の比率を増やすためには、各クラブ内の女性比

「認知症サポーター養成講座＆ワークショップ」　　２０１７年５月２０日（土）

①　江端委員長よりFWT委員会に対する協力依頼について（資料参照）

今後の食事作り担当について

②　仙台にLCの眼鏡回収センターが開設される予定あり

審議経過事項の概要

　　３．次年度のOSEALフォーラムにて女性フォーラム開催予定

　　４．　その他：＊１０R及び14Rの欠員補充必要、　＊LCIのHPにFWTもUPする予定

L小川晶子東日本エリアリーダーよりの報告内容

第３回中古眼鏡回収について

その他お知らせ：次回FWT委員会（５月２２日）終了後、食事会開催予定です。

各委員より、報告・意見等の抜粋

①　第６３回年次大会の次期ガバナー選出結果等について

　　活性化させるためのイベントをFWTで企画、開催の方向へ、という提案あり

①　担当可能な場合は阿部副委員長に連絡のこと（５月～６月分）

①　山田前国際会長の挨拶より抜粋事項（資料参照）

②　今後の会員増強の一環として、可能ならば次年度中に家族会員の存在を表面化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

②　今後の食事メニュー等の内容、質、量などを検討する必要がある

②　FWT委員の参加者確認・ワークショップのファシリテーター３名を選出する


